
   

自己血輸血とは（2） 
 

☆貯血式自己血輸血を行う患者さんへの注意点 
 
自己血輸血の中で患者さんに実際にご協力をいただくのは貯血式自己血輸血です。ここでは最も一般的な全

血冷蔵保存の概要を説明いたします。以下の点にご注意ください。 
 

貯血式自己血輸血の可能な
患者さん 
全身状態がほぼ良好な患者さんで、出

血することが予想される手術が適応と

なります。緊急手術は適応になりませ

ん。（図 7） 
 
貯血式自己血輸血ができな
い患者さん 
細菌に感染している患者さんや発熱の

ある患者さんから採血はできません。

（図 8） 
 
採血スケジュール 
800ml を貯血する場合は、例えば、手
術の 2-3週前から 1回に 400mlずつを
2回採血します（図 9）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7 貯血式自己血輸血の可能な患者さん 

全身状態がほぼ良好で緊急を要しない全身状態がほぼ良好で緊急を要しない
予定予定手術手術

輸血が必要と考えられる場合輸血が必要と考えられる場合

まれな血液型や不規則抗体まれな血液型や不規則抗体があるがある場合場合

患者患者さんさんが自己血輸血の利点を理解しが自己血輸血の利点を理解し
協力できる場合協力できる場合

貯血式自己血輸血の適応患者貯血式自己血輸血の適応患者

 
 

図 8 貯血式自己血輸血ができない患者さん 

貯血式自己血輸血貯血式自己血輸血のの禁忌禁忌

全身的な細菌感染患者全身的な細菌感染患者および感染および感染を疑わせるを疑わせる
以下の患者からは、原則として採血しない。以下の患者からは、原則として採血しない。

治療を必要とする皮膚疾患・露出した感染創治療を必要とする皮膚疾患・露出した感染創

熱傷のある患者熱傷のある患者
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抜歯後７２時間以内の患者抜歯後７２時間以内の患者

抗生剤服用中の患者抗生剤服用中の患者

33週間以内の麻疹・風疹・流行性耳下腺炎の週間以内の麻疹・風疹・流行性耳下腺炎の

発病患者発病患者
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図 9 採血スケジュール 
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必要な薬剤 
自己血採血に鉄剤は必須です。鉄剤を

服用すると便が黒くなりますが心配あり

ません。 
患者さんによってはエリスロポエチンと

いう赤血球を増やす薬の注射をするこ

とがあります（図 10）。 
 
採血前日の注意点 
採血前日には十分に睡眠を取るように

してください（図 11）。 
 
採血当日の注意点 
採血前は食事をきちんと取ってください。

また心臓や血圧や糖尿病の薬を使用し

ている方はいつも通りに服用してくださ

い（図 12）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 10 必要な薬剤 

 
図 11 採血前日の注意点 

採血前日の注意採血前日の注意

 
図 12 採血当日の注意点 

採血当日採血当日((採血前採血前))の注意点の注意点
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採血時の注意点 
採血によってまれに気分が悪くなること

があります。医師または看護師に申し

出てください（図 13）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実際の採血の方法 
献血と同じです。 
1)血圧や体温測定 
2)採血をする部分の消毒 
3）採血針の刺入 
4）採血 
5)患者さんによっては採血終了後に輸
液 
の順に行います。（図 14） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13 採血時の注意点 

 
図 14 実際の採血の方法 

穿刺部位の消毒 静脈穿刺

 
 

抗凝固剤と血液の
混和

採血量の確認
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採血後の注意点 
採血後、気分が悪くなったら横になって

安静にしてください。また、激しい運動

や飲酒は避けてください（図 15）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チューブを切離 採血後の輸液

 
 

自己血専用保冷庫で4 - 6 ℃で保管

 
 

図 15 採血後の注意点 
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